
 

 

 

６月に入り、１学期も折り返しとなりました。今月は「授業参観」「個人面談」と

続きます。ご来校頂く機会が多くなりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、５月の全校朝会では「ぽかぽか言葉」の話をしました。一部掲載します。 

 

みなさんは「ぽかぽか言葉」って知っていますか。 

  いくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

このように「ぽかぽか言葉」とは、相手に寄り添ったり、相手を元気づけたりする 

心がぽかぽかする言葉です。ちなみに、「ぽかぽか言葉」とは反対の「ちくちく言葉」

もあります。たとえば、「ださい」とか「うざい」とか、聞こえるだけで、いやな気持

ち、悲しい気持ちになってしまいます。「ぽかぽか言葉」は、みんなで使っていると、

相手が笑顔になって、言った自分も幸せになれる「魔法の言葉」です。ぜひこれから

も、「ぽかぽか言葉」を自分から使えるといいですね。校長先生もたくさん使えるよう

にがんばります。 

 

  

言葉には、人と人とを結ぶ「力」があります。言葉を交わすことで、人を元気づけた

り、感動させたりできます。一方で人を傷つけてしまうこともあります。だからこそ、

言葉の持つ力や意味を理解し、丁寧に使っていくことが大切です。言葉を正しく使っ

て、相手の考え方や感じ方を理解することに心がけたいものです。 

  
 

 

 

 

 

言葉を大切に 

 

 令和７年度  

   ６月号 

八潮市緑町三丁目９番地１ 

   ☎９９６－１３７７ 松之木小だより 児童数；３６７名 

 
校長 須賀裕之 

 
・「ありがとう。」「助かったよ。」【相手に感謝を伝える】 

・「すごいね。」「やったね。」【相手をほめる､たたえる】 

・「がんばろうね。」「応援してるよ。」【励ます、勇気づける】 

・「ドンマイ。」「大丈夫だよ。」【励ます、なぐさめる】 

・「うれしいね。」「楽しいね。」【相手の気持ちに共感する】 

・「ごめんね。」「悪かった。」【傷つけてしまった相手に謝る】 
 

○去る５月２７日(火)に「第１回学校運営協議会」を開催いたしました。 

 今年度の委員の皆様方、１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます｡ 

～『たった一言が人の心を傷つける。たった一言が人の心をあたためる。』～ 


